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38. 井上治久 「iPS 細胞を用いた神経疾患の研究について」 第 10 回リハビリテーション運

営委員会講演会 京都 2011.1.25. 

39. 井上治久 iPS細胞技術を用いた神経変性疾患への挑戦 第 10回宮崎サイエンスキャン

プ 宮崎 2014.2.15. 

40. 井上治久 「iPS 細胞を用いた神経変性疾患の研究」 第 4 回鹿児島神経内科先端セミ

ナー 鹿児島 2014.2.28. 

41. 井上治久 「iPS細胞を用いた神経難病の研究」 公開シンポジウム『倫理が育む健康・福

祉に貢献する研究』 沖縄 2014.3.8. 

42. 井上治久 「iPS 細胞技術を用いた神経変性疾患の研究」 シンポジウム SY-20 疾患特

異的 iPS細胞 第 13回日本再生医療学会総会 京都 2014.3.5. 

 

［研究助成金］ 

＜井上治久＞ 

1. 平成 21-26年度 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 CREST 「人工多能性

幹細胞（iPS 細胞）作製・制御等の医療基盤技術」研究領域  課題名「iPS 細胞を駆使し

た神経変性疾患病因機構の解明と個別化予防医療開発」 研究代表者：井上治久 

2. 平成 22-26年度 文部科学省科学研究費補助金 新学術領域研究 「シナプス・ニューロ

サーキットパソロジーの創成」 課題名「人工多能性幹細胞作製技術を応用した神経変性

疾患細胞機能・回路異常病理の解明」 課題番号 22110007 研究代表者：井上治久 

3. 平成 24-26年度 精神・神経疾患研究開発費研究事業「精神・神経疾患の iPS細胞を用

いた診断・治療法の開発に関する戦略的研究」 課題名「アレキサンダー病 iPS細胞の作

製と疾患表現型解析」 研究代表者：荒木敏之 

4. H24-28年度 再生医療実現拠点ネットワークプログラム「疾患特異的 iPS細胞を活用した

難病研究」 課題名「高品質な分化細胞・組織を用いた神経系および視覚系難病の in 

vitroモデル化と治療法の開発」 研究代表者：笹井芳樹 副拠点長：井上治久 

5. 平成 25-29 年度 厚生労働省科学研究費補助金（再生医療実用化研究事業、<旧>難

病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業） 課題名「難治性疾患創薬シーズの探



索と薬剤安全性評価法の開発」 研究代表者：井上治久 

6. 平成 25年度 公益財団法人 持田記念医学薬学振興財団 財団設立３０周年記念助成 

課題名「iPS 細胞を用いた筋萎縮性側索硬化症（ALS）シーズ治療薬の治療効果発現機

構の解析」 研究代表者：井上治久 

 

＜櫻井 隆＞ 

1. 平成 23〜26 年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究(B) 「エンドサイトーシス障

害によるミクロドメイン依存性アミロイド産生亢進機構の解明」研究代表者:櫻井 隆 

2. 平成 23〜27 年度 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「細胞・脳機能

研究の融合による神経疾患診断・治療法開発拠点の形成」研究分担者:櫻井 隆 

3. 平成 25〜29 年度 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「難治性“かゆ

み”の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」研究分担者:櫻井 隆 

［その他の業績］ 

＜学会主催・オーガナイザー・座長など＞ 

1. 井上治久 第 54回日本神経学会学術大会 シンポジウム：「iPS細胞研究の現状と展望」

（オーガナイザー・座長） 2013.5.29 

2. 井上治久 第36回日本神経科学学会Neuro2013 シンポジウム（オーガナイザー・座長）：

ヒト神経細胞と神経変性疾患 —iPS、iN細胞の未来— 2013.6.22 

3. 第86回日本生化学会大会シンポジウム（CREST共催・オーガナイザー・座長）：iPS 細胞

技術を用いた神経疾患研究の進歩と今後の展望, 横浜 2013.9.13 

4. 櫻井 隆 第 129回日本薬理学会関東部会（部会長） 順天堂大学 東京 2013.10.19 

5. 櫻井 隆 特別講演・シンポジウム「神経変性疾患の新たな治療戦略と創薬」（座長） 順

天堂大学 東京 2013.10.19 

6. 井上治久 The 7th Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences Organizing 

Committee（オーガナイザー）, 大阪 2014.1.16-18 

7. 井上治久 第 13 回日本再生医療学会総会シンポジウム SY-20 疾患特異的 iPS 細胞 

(オーガナイザー・座長), 京都 2014.3.5 

8. 井上治久 International symposium “New Frontier of Molecular Neuropathology 2014”  

(座長), 東京 2014.3.16 

 

＜アウトリーチ活動＞ 

1. 井上治久 iPS細胞作製技術を用いた神経疾患の研究 第 33回近畿SCD・MSA友の会

総会 大阪 2013.5.18. 

2. 井上治久 iPS 細胞技術を用いた神経変性疾患の研究 灘中学校・高等学校 2013（平

成 25）年度・前期 土曜講座 神戸 2013.6.1. 

3. 井上治久 iPS 細胞技術を用いた神経変性疾患の研究 日本神経学会市民公開講座  



徳島 2014.1.26. 

 

＜報道等（井上治久）＞ 

1. iPS細胞を使った認知症の治療. 「ぽ〜れぽ〜れ」393号 2013.4.25. 

2. New iPSC Alzheimer's model offers clue to why patients respond differently to drug 

treatment. (net) STEM CELLS PORTAL 2013. 

3. Scientists Test A Potential Treatment Of Alzheimer's In Vitro. Forbes Tech 2013.5.14 

4. 創薬・疾患研究における研究成果. 特集 2 ヒト iPS 細胞等を活用した再生医療・創薬の

新たな展開 Page 27. 平成 25年度版 科学技術白書 2013.6. 

5. Press Briefing (Panelist, Moderator). Press Session 2 The Evolution of Pluripotent Stem 

Cell Research. ISSCR 11th Annual Meeting, MA, USA 2013.6.14. 

6. iPS 細胞作製技術を用いた神経疾患の研究 近畿 SCD・MSA 友の会ニュース Page 

17-24 7630号 2013.7.11. 

7. ｉＰＳ細胞使い 難病治療研究…病気再現 新薬開発促す YOMIURI ONLINE Yomi 

Dr.(net) 2013.7.11. 

8. 迫真 号砲 iPS医療 3 時計とタイマー 日経新聞 朝刊 page 2 2013.7.18. 

9. iPS細胞でアルツハイマーに挑む 井上治久. 文藝春秋 10月号 310-314 (2013.9.10) 

10. iPS細胞・再生医学研究会 取り組みを報告. 芝蘭会報 179号 page 4 2013.10.1. 

11. 症状再現 難病根治へ 新薬の候補物質試す 井上治久・京大准教授. 読売新聞 朝刊 

page13 2013.10.21. 

12. 研究発展へ「サイラ賞」貢献の 8人表彰 京都大 iPS細胞研究所(CiRA) 京都新聞 朝刊 

page24  2014.1.9. 


